
三重県ＳＤＧｓ推進パートナー登録制度イメージ

三重県内における企業や団体等のＳＤＧｓに向けた取組を活性化するとともに、
新たにＳＤＧｓに取り組む企業や団体等を広げることで、地方創生の原動力とし、
「三重県らしい、多様で、包容力ある持続可能な社会」の実現につなげる。

ＳＤＧｓに取り組む企業や団体が増え、
多種多様な分野に取組が広がる

取組が活性化し、好事例が生まれ、多くの県民、企業に認知される

ＳＤＧｓと自らの活動との関係について学ぶ
・チェックリストの活用

自らの目標を設定し、達成に向けて取組を行う
・目標等は公開し、取組を見える化

第三者のアドバイスやマッチングなど、
目標の達成に向けた支援
・県および連携協定締結企業による支援

三重県ＳＤＧｓ推進パートナー登録制度に登録する
・登録証、ロゴマーク

製品・サービスの購入先や
働く場として、「選ばれる企業」に

新たに取り組む企業

好循環の創出

制度の目的
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・企業の社会貢献度の高さは、学生の65.2％の志望度に影響
（2020.8 株式会社ディスコ「就活生の企業選びとSDGsに関する調査」）

・県内高等教育機関学生の約97％は、SDGsに関連して自治体や企業に

取り組んでほしいことがある
（2021.2三重県企画課「『脱炭素』『SDGs』に係る県内高等教育機関アンケート」）
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